
安藤式自動灌水装置を使ったゴーヤの水耕栽培例

安藤式自動灌水装置
水深 25～30mmをキープ
価格￥23,000（税別）

ゴーヤの苗
ポットから出して、
土がついたまま植える。

水を張る容器
30mmの水が張れれば何でもよい。
長くしても、連結してもよい。

蓋
虫がわかないように

ミズゴケ
水に浸してほぐし、
ふんわり詰める。

水の高低差Max1500mm

お問い合わせは、（有）風大地プロダクツ

離れてもＯＫ

貯水タンク

培養液は
水耕栽培用液肥 A・B
（ハイポネックスなど）

供給量の目安
最盛時は 100ℓで
6株・約 1週間

プランター
水が供給できれば何個でもよい。
プランターには全周に穴を開ける。
通気、水の出入、根の張り出しに。


